
VOL.232 令和８年11月１日発行

ふくしま
市 議 会
だ よ り

ー 主な掲載内容 ー
・定例会議の概要など…… P ２
・常任委員会の審査内容… P ３
・一般質問………… P ４～ P ６
・議案等の審議結果……… P ６
・委員会の活動報告……… P ７
・トピックス……………… P ８

写真提供：福島東稜高等学校写真部 角田 紗菜さん
テ ー マ：わたしの好きな福島市　「秋の訪れ」
撮影場所：福島市飯坂町

　写真は、外観が濃い紅色、果肉には琥珀色の蜜がたくさん
入ることから「べにこはく」と名付けられた、福島県オリジナル
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　令和８年９月市議会定例会議は、９月１日から
24日までの24日間にわたり開催しました。
　定例会議初日の９月１日には、こども性暴力防
止法の施行に伴う条例改正、令和９年５月開催予
定のふくしまシティハーフマラソン2027開催事
業費など総額６億3,674万円余の令和８年度一般
会計補正予算など、議案23件及び報告10件が市
長から提出されました。
　７日から４日間にわたり行われた一般質問には、

14人の議員が登壇し、市政の諸課題に関する質
問を行いました。10日には、工事請負契約の件
の追加議案１件が提出されました。
　最終日の24日には、７件の追加議案が提出さ
れたほか、各委員長報告、質疑、討論、採決が行
われました。提出された議案について、いずれも
原案または決算のとおり可決あるいは認定、同意
しました。また、
半沢正典議員が
９月30日をもっ
て辞職する旨の
議員辞職の件を
許可しました。

令和８年度補正予算など
31件可決・認定・同意

～９月定例会議の概要～

定例
会議

令和７年度の決算を審査～決算特別委員会～決算審査

　９月定例会議では、議長及び議会選出の監査委
員以外の全議員で構成する決算特別委員会を設置
し、令和７年度の決算を審査しました。
　各常任委員会と所管を同じくする分科会におい
て詳細な審査を行った後、議場で全体会の総括質
疑を行いました。その後、令和７年度決算につい
て認定すべきものとする採決を行い、定例会議最
終日の本会議において認定しました。

◆総括質疑の内容（一部）
問：�平和関連事業推進費について、市内中学生の
広島派遣の成果は。

答：�戦後80年記念事業として広島に派遣した中
学生は、平和記念式典への参加や資料館見学
などを通して、平和の大切さや戦争の悲惨さ、
核兵器による被爆の実相を学んだ。

　　派遣終了後は、市戦没者追悼式や各学校の成
果報告会で発表をおこなった。

　　派遣の様子は市ホームページに掲載のほか、
人権と平和展の特設コーナーで展示した。

　　広く市民に対しても、平和の大切さ、命の尊さ
を感じていただく機会となったと認識している。

テーマ 人口減少社会における持続可能な上下水道事業に関する調査
期　間 令和７年10月～令和８年８月

目　的
　使用料収入の減少や施設の更新需要の増大など、上下水道事業を取り巻く経営環境
が厳しさを増す一方で、施設更新などに必要な資金、人材確保が求められることから、
市民生活に直結する上下水道事業の持続可能かつ健全な事業経営に資するため。

提言の
主な内容

　管路システムを統合し、上下水道の管路更新工事作業を計画的に同一時に実施する
ことにより費用縮減を図るべき。
　決算や事業内容などについて、市民へ分かりやすい説明を徹底し、上下水道の現状
を正しく認識してもらえるよう努めるべき。

　各常任委員会では、市の事務に関する調査、検証を行っています。
　建設水道常任委員会で行った所管事務調査の結果について、令和８年９月24日の本会議において委員
長より報告し、全会一致で承認されました。
　同日、閉会後には、市議会から市長に対し、提言書を直接説明のうえ、提出しました。
　今後、対応状況や結果の報告を求めてまいります。詳細はP.8をご覧ください。

建設水道常任委員会から政策提言政策提言
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ふくしまシティ
ハーフマラソン事業費

衛生処理場脱水機
更新工事

福島市児童福祉施設の設備及び運営
に関する基準を定める条例等の改正

市制施行120周年
記念プロジェクト

　令和９年４月に市制施行120周年の節目を
迎えることから、郷土の歩みを未来へつなぎ、
新たなまちづくりの礎とするという理念のもと
記念プロジェクトを実施する。

（主な質疑と答弁）
問：�110周年記念事業から変わった点は。
答：�市内の全小・中学生からロゴマークのデザ
インを公募し、投票により採用デザインを
決定するなど、幅広い市民参画を促すプロ
ジェクトとなるよう工夫した。

問：記念プロジェクトの周知方法は。
答：�市ホームページ内に特設ページを開設し、
冠イベントや協賛イベントをPRすることで、
切れ目のない継続的なプロジェクトの展開
に取り組む。

　来年度の2027大会は、令和９年５月16日に
開催予定であり、本年度中に大会に向けての準備
及び参加者募集を円滑に進める必要があるため、
債務負担行為4,800万円を追加する。

（主な質疑と答弁）
問：�来年度開催予定のふくしまシティハーフマ
ラソンを通して、地域における経済効果を
どのように高めていくのか。

答：�2025大会の経済効果は５億円程度であっ
た。大きな課題である街なかの交流人口の
拡大や市内周遊の促進に向け、商工観光部
と情報発信の面で、また、農政
部とは加工品の提供面などで連
携を強化し、さらなる市の魅力
を発信できるような大会にした
いと考える。

　こども性暴力防止法（以下：法）の施行による国
の基準改正に伴い、子どもと接する場における性
暴力を防ぎ、子どもの心と身体を守るために、認
可保育施設等の対象事業者が講じなければなら
ない措置を規定するため、関係条例の改正を行う。

（条例改正の主な内容・施行日）
　法に規定される必要な取組（安全確保措置や
犯罪事実確認、防止措置など）を対象事業者に
義務付ける。施行日は、法の施行に合わせ、令
和８年12月25日。

（主な質疑と答弁）
問：�防止措置として、性暴力のおそれがあると
判断される場合をどのように把握するのか。

答：�保護者や子どもたちへの面談、アンケート
の実施、相談体制の整備により早期発見で
きるよう対応する。

　衛生処理場で汚泥を処理する遠心脱水機が老
朽化し、脱水効率が低下しているため、工事請
負費１億5,000万円を計上して多重円板型脱水
機へ更新する。

（主な質疑と答弁）
問：�現在の遠心脱水機２機は予備機として設置
を継続するとのことだが、予備機の考え方
は。

答：�最低限のメンテナンスを行いながら、不測
の事態が起きた際に使用したいと考えてい
る。

問：�遠心脱水機は設置から26年経過している
が、今後も使用可能なのか。

答：�使用してみないとわからない
が、費用をかけて処分するの
ではなく、使える限りは長く
使用したい。

PICK UP 各常任委員会及び分科会に付託された議案審査の
主な内容を紹介します。

総務

経済
民生

文教
福祉

建設
水道
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後ご
と
う藤　

善ぜ
ん
じ次

Ｑ　

わ
が
ま
ち
の
人
口
減

少
の
な
か
で
未
来
に
向
け
た
移
動
の
足

の
方
向
性
は
。

Ａ　

コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
移
動
の
足
の
将
来
に
わ
た
る
確
保
が
重
要
。
地

域
ご
と
の
移
動
実
態
や
ニ
ー
ズ
把
握
、
人
流
デ
ー
タ
な

ど
も
活
用
し
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
を
進

め
る
。
路
線
バ
ス
を
中
心
と
し
た
公
共
交
通
を
確
保
、

維
持
し
、
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
交
通
手
段
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
。
関
係
者
と
連
携

し
、
財
源
や
輸
送
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
効
率
的

で
持
続
可
能
な
交
通
体
系
を
構
築
す
る
。
利
用
者
が
増

え
る
こ
と
が
路
線
維
持
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
へ
と
つ
な
が
る
た
め
、
利
用
促
進
に
も
取
り
組
む
。

 

一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容
　
掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継
　
　
各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鈴す
ず
き木　

哲て
つ

Ｑ　

市
総
合
治
水
計
画
の

重
点
事
業
の
進
捗
も
含
め
た
状
況
は
。

Ａ　
土
砂
し
ゅ
ん
せ
つ
を
継
続
的
に
進
め
、
令
和
７
年
度
末

ま
で
に
63
の
河
川
で
実
施
し
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
東
部
地

区
胡
桃
川
で
堤
防
補
強
工
事
に
着
手
し
、
令
和
７
年
度
末
で

57
・
5
％
の
進
捗
で
あ
る
。
祓
川
流
域
は
、
令
和
６
年
度
よ

り
地
下
排
水
路
改
修
工
事
に
着
手
し
、
進
捗
率
は
23
・
7
％

で
、
令
和
10
年
度
の
完
成
を
目
指
す
。
瀬
上
地
区
で
調
整
池

の
機
能
増
強
や
雨
水
貯
留
施
設
を
整
備
し
た
ほ
か
、
松
川
町

水
原
地
区
な
ど
104
・
９
ha
で
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り
組
み
、
今

後
も
実
施
個
所
を
検
討
す
る
。
河
川
監
視
カ
メ
ラ
や
浸
水
セ

ン
サ
ー
を
設
置
し
、
正
確
な
情
報
発
信
や
迅
速
な
対
応
に
努

め
、
流
域
全
体
で
被
害
軽
減
を
図
る
。

菅す
が
わ
ら原　

美み

ち

こ
智
子

Ｑ　

詐
欺
被
害
防
止
に
有

効
な
国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
タ
ー

（
国
際
電
話
ブ
ロ
ッ
ク
）の
利
用
申
請
に

つ
い
て
市
が
戸
別
訪
問
で
代
行
、
支
援

す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ　

国
際
電
話
不
取
り
扱
い
は
被
害
を
防
ぐ
有
効
な
方

法
と
認
識
し
て
い
る
が
、
戸
別
訪
問
で
の
代
行
支
援
は
、

個
別
利
用
状
況
の
把
握
が
困
難
な
こ
と
や
、
体
制
の
確

保
な
ど
運
用
面
の
課
題
も
多
く
、
導
入
は
困
難
と
考
え

て
い
る
。
出
前
講
座
や
学
習
会
な
ど
で
の
周
知
、
啓
発

や
、
民
生
委
員
協
力
の
も
と
、
警
察
官
や
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
職
員
な
ど
が
高
齢
者
宅
へ
直
接
訪
問
し
、
注
意

喚
起
す
る
機
会
を
活
用
し
な
が
ら
、
手
続
き
方
法
な
ど

の
周
知
に
努
め
、
被
害
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む
。

山や
ま
だ田　

裕
ゆ
た
か

Ｑ　

自
衛
隊
員
が
戦
場
に

送
ら
れ
る
危
険
性
が
高
ま
る
情
勢
の
中
、

若
者
の
個
人
情
報
を
自
衛
隊
に
提
供
す

る
こ
と
は
止
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ　

自
衛
隊
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
人
命
救

助
や
被
災
者
支
援
な
ど
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

自
衛
隊
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
平
時
か
ら
連
携

し
、
災
害
対
応
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
自

衛
官
募
集
に
係
る
情
報
提
供
は
、
法
令
及
び
国
か
ら
の

通
知
に
基
づ
き
、
市
と
し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
も

の
と
考
え
る
。

根ね
も
と本　

雅ま
さ
あ
き昭

Ｑ　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て
、
国
の
各
種
交
付
金
や
交
付
税
な

ど
を
活
用
し
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

員
の
報
酬
、
出
動
手
当
、
研
修
費
、
装

備
の
拡
充
な
ど
、
処
遇
改
善
に
つ
な
げ

る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

Ａ　

今
後
、
さ
ら
な
る
有
害
鳥
獣
へ
の
対
応
増
加
に
よ

り
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
出
動
や
負
担
の
増
加

が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
国
の
交
付
金
な
ど
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
、
報
酬
な
ど
の
処
遇
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

佐さ

さ

き
々
木　

優ゆ
う

Ｑ　

農
業
者
が
減
少
し
続

け
る
こ
と
に
よ
る
主
な
市
民
へ
の
影
響

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

Ａ　

農
業
者
の
減
少
は
、
農
産
物
の
生
産
量
、
流
通
量

の
減
少
に
つ
な
が
り
、
地
元
食
材
を
使
用
し
て
い
る
飲

食
業
、
加
工
業
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
良
心
的
な
価
格
で
販
売
し
て
い
る
地
元
農

産
物
が
入
手
し
に
く
く
な
る
な
ど
の
影
響
が
想
定
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
農
地
や
農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
が
困

難
に
な
る
こ
と
で
、
遊
休
農
地
の
増
加
、
農
地
の
多
面

的
機
能
の
低
下
、
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
、

病
害
虫
、
鳥
獣
被
害
な
ど
の
影
響
と
と
も
に
、
果
樹
園

や
水
田
な
ど
の
景
観
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、
本
市
が
誇

る
地
域
の
魅
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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沢さ
わ
い井　

和か
ず
ひ
ろ宏

Ｑ　

事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
、

子
ど
も
を
性
暴
力
か
ら
守
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
、
性
暴
力
を
早
期
発
見
す
る

仕
組
み
を
ど
の
よ
う
に
整
え
る
の
か
。

Ａ　
性
暴
力
を
防
ぐ
に
は
、
子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
理
解
し
、

日
常
的
な
観
察
、
会
話
な
ど
か
ら
変
化
に
気
付
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
日
頃
よ
り
様
子
な
ど
を
把
握
、
情
報
共
有

し
対
応
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
が
被
害
を
訴
え
や
す
く
す
る

た
め
定
期
的
な
面
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
相
談
窓
口
の
設
置

な
ど
早
期
発
見
に
も
努
め
て
い
る
。
保
育
施
設
な
ど
の
低

年
齢
児
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
に
対
し
面
談
な
ど
を
実
施

す
る
。
今
後
、
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

相
談
対
応
な
ど
の
在
り
方
を
改
め
て
確
認
し
、
早
期
発

見
、
対
応
に
つ
な
が
る
よ
う
、
見
直
し
な
ど
も
行
う
。

宍し
し
ど戸　

一か
ず
て
る照

Ｑ　

先
達
山
太
陽
光
発
電

所
の
反
射
光
に
つ
い
て
、
市
長
は
記
者

会
見
で
、
事
業
者
の
報
告
に
基
づ
き
適

切
な
対
応
を
考
え
た
い
と
述
べ
て
い
る

が
、
適
切
な
対
応
と
は
。

Ａ　

事
業
者
に
よ
る
反
射
光
実
査
報
告
書
で
、
市
街
地

方
向
に
反
射
光
が
最
長
で
64
分
間
到
達
し
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
、
事
業
者
と
し
て
影
響
を
事
実
上
認
め
る
状

況
と
捉
え
て
い
る
。
景
観
の
問
題
で
は
、
緑
化
の
取
り

組
み
が
当
初
の
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
著
し
く
乖
離

し
た
状
況
に
あ
る
。
事
業
者
の
認
識
と
今
後
の
方
向
性

を
直
接
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
報
告
い
た
だ
く
よ
う

調
整
し
て
い
る
。
今
後
、
反
射
光
の
影
響
防
止
な
ど
と

景
観
回
復
の
実
施
を
強
く
求
め
て
い
く
。

三み
う
ら浦　

由ゆ

み

こ
美
子

Ｑ　

市
訪
問
介
護
事
業
所

連
絡
会
の
本
来
の
目
的
と
し
て
、
各
事

業
所
の
経
営
実
態
を
把
握
し
、
状
況
改

善
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
う
こ
と
は
重
要
な

役
割
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

Ａ　

設
立
に
あ
た
り
、
事
前
に
市
内
全
訪
問
介
護
事
業

所
に
対
し
、
本
連
絡
会
に
期
待
す
る
役
割
な
ど
を
調
査

し
た
。
そ
の
結
果
、
他
事
業
所
と
の
情
報
交
換
、
制
度

に
関
す
る
情
報
共
有
、
研
修
や
勉
強
会
の
開
催
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
課
題
と
受
け
止
め
、

事
業
者
が
主
体
的
に
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
い
、

制
度
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
訪
問

介
護
が
在
宅
介
護
を
支
え
る
地
域
連
携
の
基
盤
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
設
立
し
た
。

七な
な
し
ま島　

奈な

お緒

Ｑ　

市
街
化
調
整
区
域
の

空
き
家
活
用
に
向
け
た
要
件
緩
和
な
ど

の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

市
街
化
調
整
区
域
は
、
無
秩
序
な
開
発
を
抑
制
す

る
た
め
、
建
築
物
の
用
途
変
更
に
つ
い
て
一
定
の
制
限

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
空
き
家
の
さ
ら
な
る

有
効
活
用
を
図
る
に
は
、
用
途
変
更
の
要
件
に
つ
い
て
、

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
既
存
住
宅
の

用
途
変
更
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
活
用
の
可

能
性
を
広
げ
ら
れ
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
要
件
を
緩
和
で

き
る
の
か
、審
査
基
準
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
具
体
的
な
内
容
が
整
い
次
第
、
開
発
審
査
会

に
諮
問
し
、
既
存
住
宅
の
活
用
促
進
に
向
け
た
用
途
変

更
の
柔
軟
化
を
図
っ
て
い
く
。

佐さ
は
ら原　

真ま

き紀

Ｑ　

ご
み
の
適
正
排
出
を

市
民
の
責
務
と
し
て
明
確
化
し
違
反

シ
ー
ル
や
開
封
調
査
が
導
入
さ
れ
た
が
、

残
置
さ
れ
た
ご
み
を
分
別
し
直
す
な
ど

町
内
会
な
ど
の
負
担
へ
の
改
善
点
を
含

め
た
認
識
は
。

Ａ　
残
置
さ
れ
た
違
反
ご
み
の
対
応
で
、
地
域
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
不

適
正
排
出
が
繰
り
返
さ
れ
る
集
積
所
を
職
員
が
現
地
確

認
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
実
情
を
伺
い
対
応
を
検
討
し
、

地
域
と
合
同
で
違
反
ご
み
の
分
別
作
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
加
え
て
、
地
域
と
相
談
し
交
通
量
の
少
な
い
場

所
に
集
積
所
を
移
設
し
、
地
域
外
か
ら
の
持
ち
込
み
を
防

ぐ
取
り
組
み
な
ど
、
排
出
状
況
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

浦う
ら
の野　

洋よ
う
た
ろ
う

太
朗

Ｑ　

県
内
企
業
が
取
得
し

た
旧
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
福
島
店
跡
地

の
開
発
を
含
め
た
西
口
全
体
の
活
性
化

方
針
は
。

Ａ　
民
間
の
開
発
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
福
島
駅
東

西
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
魅
力
向
上
に
向
け
ど
の
よ
う

な
連
携
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。
西
口
の
活
性
化
の

動
き
を
生
か
す
に
は
、
交
通
結
節
点
の
西
口
駅
前
広
場
の

再
構
築
や
駅
東
西
の
連
続
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
民
間
活
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
東
口
再
開
発
事
業

と
跡
地
の
新
た
な
活
用
、
東
西
自
由
通
路
の
整
備
や
西
口

駅
前
広
場
の
再
構
築
を
柱
と
し
、
東
西
一
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。
ま
た
、
周
辺
の
公
共
施
設
な
ど
と
連
携
し
、

回
遊
性
を
高
め
、
魅
力
と
価
値
向
上
に
取
り
組
む
。
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～電子採決システムによる採決結果～ （〇：賛成、×：反対）
会派名 真政会 真結の会 市民21 公明党 日本共産党 無所

属

区 

分

議員名

件名

採
決
結
果

鈴
木　
　
哲

浦
野
洋
太
朗

佐
藤　
　
勢

七
島　
奈
緒

石
山　
波
恵

白
川　
敏
明

萩
原　
太
郎

大
平　
洋
人

小
松　
良
行

半
沢　
正
典

黒
沢　
　
仁

渡
辺　
敏
彦

菅
原
美
智
子

二
階
堂
利
枝

根
本　
雅
昭

斎
藤　
正
臣

川
又　
康
彦

鈴
木　
正
実

二
階
堂
武
文

尾
形　
　
武

真
田　
広
志

宍
戸　
一
照

遠
藤　
幸
一

佐
原　
真
紀

沢
井　
和
宏

羽
田　
房
男

高
木　
克
尚

高
木　
直
人

丹
治　
　
誠

後
藤　
善
次

小
野　
京
子

山
田　
　
裕

佐
々
木　
優

村
山　
国
子

三
浦
由
美
子

市 

長 

提 

出

７年度決算
各会計歳入歳出決算認定 〇 〇

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

〇 〇 〇 〇 × 〇

条例改正
市立学校条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

陳 

情

「福島新エネ社会構想」の
抜本的見直しと、自然環境
保全を最優先する代替案の
策定を国に求める意見書提
出方について

× × × × × × 〇 ×

・採決結果の〇は、提出された議案等に対して賛成多数で可決・採択されたことを示しています。
・採決結果の×は、提出された議案等に対して賛成少数もしくは賛成者なしで否決・不採択されたことを示しています。

村む
ら
や
ま山　

国く
に
こ子

Ｑ　

も
も
り
ん
シ
ル
バ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、
公
共
交

通
を
担
う
バ
ス
事
業
者
の
持
続
性
と
乗

車
総
数
を
増
や
す
た
め
に
も
２
万
円
の

上
限
を
撤
廃
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ　
本
事
業
は
、
高
齢
者
の
外
出
機
会
確
保
や
公
共
交
通

の
利
用
促
進
な
ど
一
定
の
効
果
が
あ
る
一
方
、
将
来
に
わ
た

る
制
度
の
維
持
に
は
、
利
用
促
進
と
限
ら
れ
た
財
源
の
有

効
活
用
が
必
要
で
あ
る
。
利
用
者
間
の
助
成
額
差
が
課
題

で
あ
り
、
公
平
性
確
保
の
観
点
か
ら
利
用
上
限
を
設
定
し

た
。
外
出
支
援
を
全
額
公
費
で
負
担
す
る
こ
と
は
、
財
政

上
の
限
界
が
あ
り
、
上
限
撤
廃
は
、
利
用
状
況
、
持
続
可

能
性
や
公
平
性
、
財
政
負
担
な
ど
を
勘
案
し
慎
重
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
。
幅
広
い
利
用
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

小お

の野　

京き
ょ
う
こ子

Ｑ　

市
部
活
動
地
域
展
開
・

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
く

地
域
展
開
の
目
標
、
基
本
方
針
は
。

Ａ　

部
活
動
改
革
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
子
ど
も
の
時
間
Re
・

デ
ザ
イ
ン
と
し
、
休
日
や
放
課
後
の
過
ご
し
方
、
や
り
た

い
活
動
な
ど
を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
人
材

や
各
種
団
体
、
施
設
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
全
体
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
活
動
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

を
基
本
目
標
と
し
て
い
る
。
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
芸
術
活
動
に
親
し
め
る
地
域
環
境
の
整
備
、
様
々
な

実
施
主
体
に
よ
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
展
開
、
指
導
者
の

確
保
と
質
の
向
上
、
持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
構
築
、

活
動
場
所
、
活
動
環
境
の
整
備
の
４
つ
を
基
本
方
針
と

し
て
、
地
域
展
開
を
推
し
進
め
て
い
る
。

議案等審議結果

区分 件　　　　　　　　　　名

市長提出

８年度補正予算　一般会計／水道事業会計／飯坂町財産区特別会計／介護保険事業費特別会計
７年度決算　水道事業会計決算認定／下水道事業会計決算認定及び剰余金処分／農業集落排水事業会計決算認定
条例改正　公告式条例／手数料条例及び印鑑の登録及び証明に関する条例／認可地縁団体印鑑の登録及び証明に
関する条例／児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例等／廃棄物の処理及び清掃に関する条例／
景観条例
人事　教育委員会委員任命（２件）／公平委員会委員選任／固定資産評価審査委員会委員選任／人権擁護委員候
補者推薦
工事請負契約　誠電社WINDYスタジアム三種公認更新工事／岳陽中学校校舎他外壁等改修工事
工事請負契約の一部変更　こむこむ館屋根等改修工事（電気設備）
財産取得　信夫ケ丘競技場３種公認検定備品／消防ポンプ自動車／水槽付き消防ポンプ自動車／高規格救急自動車
その他　市道路線の認定／財産処分（福島おおざそうインター工業団地）

議員提出 意見書　完全な復興がなされるまで復興庁・復興局の存続を求める意見書／クマ被害防止における国の主体的な
対応を求める意見書

～全会一致で可決等されたもの～

議案の概要及び資料等はこちらからご覧ください▼
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令和８年５月から新たな所管事務調査がスタートしました

総　務
テ ー マ：�持続可能な地域コミュニティに向け

た町内会の在り方
調査目的：�価値観の多様化に伴う加入率の低下や

高齢化の進展等に伴う役員の高齢・固
定化など、町内会を取り巻く環境は深
刻化している。一方、生活環境の整備
や住民相互の交流を支える地域コミュ
ニティの中核として、町内会が果たす
べき役割は一段と重要度を増している。
このことから、持続可能な地域コミュ
ニティに向けた町内会の在り方に関す
る調査を行うことにより、快適で住み
よい地域社会の実現に資するため。

経済民生
テ ー マ：�市の物産品を生かした商業・観光

振興
調査目的：�本市には、桃や梨などの果物をは

じめ、スイーツや地酒、伝統工芸
品など多彩な物産品が揃っている。
これらの全国的な市場価値及び評
価を一層高めるためには、販売や
プロモーションの強化が必要であ
る。このことから、市の物産品を生
かした商業・観光振興に関する調
査を行うことにより、物産振興を通
して地域ブランド力の向上、本市
の地域経済の活性化に資するため。

熊本地震に対する義援金を送りました
　福島市議会では議員一同、７月28日に発生した熊本地震の被災地の早期復旧・復興を願い、九
州市議会議長会を通じ、義援金を被災地にお届けしました。
　この度の地震によりお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災された皆
さまに心よりお見舞い申し上げます。

所管事務調査を進めています
文教福祉
　「自殺対策に関する調査」の一環として、専門家の方からの説明、質
疑を行い、課題の背景や現状、今後の対策に向けた意見を伺いました。
内　容：地域社会における自殺予防の支援と課題について
参考人：社会福祉法人福島いのちの電話 理事長　丹羽 真一 氏
内　容：自殺予防と自殺対策基本条例について
　　　　自殺対策基本条例について
参考人：福島県精神保健福祉センター 所長　前田 正治 氏 （参考人招致）

人口減少対策に関する調査特別委員会の活動状況をお知らせします
　専門家の方からの説明、質疑を行い、現状の分析や取り組みについて意見を伺いました。
内　容：人口減少に関係するデータ分析・調査について、人口減少対策
　　　　についての考えなど
参考人：福島県復興総合計画課職員 ２人
　　　　ふくしま共創チームワーキングチーム　福島大学学生 ３人
内　容：女性活躍と子育て環境について、自治体に求めるものなど
参考人：株式会社陽と人 代表取締役　小林 味愛 氏 （参考人招致）

所管事務調査の活動をお知らせします常任委員会

　市議会では、各常任委員会が所管する市の事務に関する調査を行っており、取り組み状況を
お知らせします。
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◆�12月定例会議で審議する請願・陳情の締め切りは、12月２日㈬
午前11時です。
◆�本会議、委員会は、どなたでも傍聴いただけます。
　�委員会の傍聴など詳しくはホームページをご覧ください。
https://www.city.fukushima.fukushima.jp/
gikai/index.html

◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
〒960-8601　福島市五老内町３番１号
電話 024-525-3776　FAX 024-534-2520
福島市議会活動推進検討会あて

発行：福島市議会　　編集：活動推進検討会

市の重要課題の解決に向けて
～市長へ政策提言～

12月定例会議開催予定（12月１日～17日）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

本会議（開会）
６ ７ ８ ９ 10 11 12

本会議（一般質問） 委員会委員会
13 14 15 16 17 18 19

委員会 本会議（採決等）

議会の活動状況等を市民の皆さまと共有し、
市政全般について意見を交換するため、毎年、
春と秋に議会報告会・意見交換会を開催して
います。
⃝�令和８年６月から９月までに開催された議

会の内容をお知らせします。
⃝�意見交換会は、テーマを設けずに市政全般

に対するご意見を伺います。
⃝�事前申し込みは不要ですので、ご都合の良

い会場へお越しください。

⃝�秋季は、上記会場のほか、市議会に関心
を持っていただくため、他の２会場でも、
女性、青年の関係団体を対象に開催します。

　�自由に参加いただける会場は上記の２会場
となりますのでご了承ください。

令和８年度秋季議会報告会・
意見交換会を開催します

トピックス 1

提言書の詳しい内容はこちらから▶
詳しい内容はこちらから▶

９月24日に、建設水道常任委員会で行った
「人口減少社会における持続可能な上下水道事
業」に関する所管事務調査の結果に基づき、政
策提言書を市長に提出しました。

委員長から提言内容について説明し、課題
に対する認識や今後の取り組み方針を確認し
ました。

今後、対応状況や結果の報告を求めてまい
ります。

トピックス 2

９月定例会議
傍聴者インタビュー
Ｑ　傍聴の理由は？
Ａ　�インターン活動の一環で、福島市で起き
ている問題の理解と、議会でどのような
話し合いが行われているのかを知るため
です。

Ｑ　実際に傍聴してみてどうでしたか？
Ａ　�直接見ることで、
議論の内容が明確
になり、理解が深
まりました。

Ｑ　議場の印象は？
Ａ　�広くて明るい印象。
天井が高く開放感
がありますね。

（左）白岩 拓真さん
（右）小石沢 大輝さん

開催日 開催時間 会　　　場
11月９日㈪ 午後２時～ 渡利学習センター
11月９日㈪ 午後６時～ 飯坂支所

７月26日に、市議会への理解と関心を深め
ていただくことを目的に、議場体験ツアーを
開催しました。市内の小学３年生から６年生
の児童12人と保護者11人の計23人の皆さまに
参加いただきました。

ツアーでは、市議会についての座学後、普
段は入れない議場で、〇×クイズや、マイク
で発言した内容のAI文字起こし、電子採決な
どを体験していただきました。

ファミリー☆ぎじょー体験ツアー
（親子議場見学会）を開催しました
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詳しい内容はこちらから▶


